
沖縄の海を眺めながら‥‥ 
美宅成樹 
 
 沖縄西海岸の浜でこの文章を書いています。2006年の年会会場は沖縄中部コンベンショ
ンセンターで、その裏手はとてもきれいな浜になっています。本州で浜辺に行くと、海独

特の匂いを感じます。しかし、ここではそれが全くありません。海水は本当にきれいです

が、浜もきれいなのだということが、五感で分かります。普段私は必ず水着を持って出か

けるのですが、学会長ということに気を取られて、水着を持ってくるのを忘れてしまい、

ただ海を眺めるばかりです。しかし、向こうは中国大陸か‥‥とのんびりした気分で、生

物物理学会のことを考えていると、とても楽観的なイメージが湧いてきます。 
 この 10 年くらい、会員数はわずかに増加していますが、ほぼ横ばいです。しかし、4,5
年前から年会の参加者は目だって増えています。それだけではなく、発表件数も５年前の

800件弱から沖縄での 1300件弱と、1.5倍に増加しています。一般に、会員数の 40%がア
クティブメンバーならば、その学会は非常にアクティブな良い学会ということになってい

ます。札幌、沖縄の年会の参加者数 1700 人くらいが全体の 40%だとみなすと、会員数は
4200 人以上あってもおかしくありません。現在の会員数は約 3600 人ですから、現在より
も 600 人以上多くても不思議ではありません。もちろん会員数が多ければよいという議論
をしているのではありません。最近、ますます日本生物物理学会の元気が出てきているの

ではないかと思うのです。 
 それでは日本生物物理学会が活性化されている理由は何でしょうか。個々の科学者は日

常的に評価にさらされています。人事の評価、科研費など予算審査の評価などに対応して、

私たちは自分の研究を高めるための努力を常に行ってきています。それと同じように学会

も色々な側面から評価を受けているように思います。直接学会が評価されるのでなくても、

学会に関係する学問分野の研究者が賞を受けたり、大きな予算を獲得したりすれば、それ

はその分野の元気がよい、世の中に役に立つと評価されたことになります。そういう意味

で、生物物理分野の重要性は最近急速に高まってきています。最近 10年間のノーベル賞の
受賞理由を見てみれば、明らかです。生物物理に絡むノーベル賞が非常に多いのです。 
 また、生物に関連する計測技術など、生物物理が得意な分野の競争的研究資金も増えて

いるように思います。そういう流れは、従来は関係ないと思われた研究分野の人たちの関

心を引き付け、さらに新たな研究を生み出していきます。沖縄のさわやかな海風に触れて、

日本生物物理学会のさらなる大きな発展を感じる人は私だけでしょうか。 


